
医療関係者，特に 
臨床検査技師，技師学校生徒に 
ぜひとも読んでほしい 1 冊

　女優の奥山佳恵さんが次男のダウン症を告白し
て注目されている．ダウン症は高齢出産ではリス
クが高まり，20 歳では 1,667 分の 1 であるが，30
歳では 952 分の 1 に，40 歳では 106 分の 1 に，
そして 45 歳で 30 分の 1 にまで上昇することが報
告されている．わが国では，年々出生率が低下し
ているにもかかわらず，ダウン症での出生児は増
加し，1995 年の約 6 人/1 万人に対して 2011 年に
は約 14 人/1 万人と 2 倍強に増加している．これ
は，母親の年齢別出生数が，1970 年は 25～29 歳
が最多で，30～34 歳は 25～29 歳の約 1/3 である
のに対して，2012 年では 30～34 歳が最多で，
35～39 歳もその 80% 前後と高齢出産が多い（本
書より）．また，2011 年の調査では，ダウン症の
赤ちゃんは約 2,300 人生まれるはずであったが，
実際に生まれたのは約 1,500 人であり，約 800 人
は人工中絶で失われた赤ちゃんであると推測され
ている．このような事態となったのは，出生前診
断の進歩であり，出生前診断は医学の進歩ととも
に日常的になり，誰しも出生前にわが子の性別だ
けでなく，病気の有無までも検査して知ることが
できる時代となった．
　河合蘭氏の『出生前診断─出産ジャーナリスト
が見つめた現状と未来』は，この出生前診断につ
いての賛否とその手法を世に問うた本である．女
性たちの出生前診断体験，“羊水検査”で出生前
検査は始まった，1990 年代の“母体血清マー
カー検査”をめぐる混乱，超音波検査とグローバ
リゼーションの波，動き出した次世代の検査と歴
史的変遷を多くの関係者への聞き取り調査により
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記載してある．女性たちの出生前診断体験での記
載はまさに，出生前診断の問題点を克明に描き出
している．そして，遺伝カウンセリングの重要性
も述べている．これらは，事実を精緻かつ客観的
に記載しているようで，筆者の出生前診断に関す
る熱い思いが感じられる．
　ダウン症候群の子どもが生まれたら“医療”と

“療育”の両方にパイプをもつことが必要だ，ダ
ウン症候群は合併症を伴いやすいので，出生直後
に小児科医による全身の検査，そしてその後の定
期検診が必要になる，など，現在のわが国のこの
領域の医療環境に一石を投じている．多くの母親
となる予定の方や親・家族となる一般の市民はも
ちろん，医療関係者，特に臨床検査技師，技師学
校生徒には“出生前診断”を知る座右の書として
お薦めしたい．そして，“出生前診断”のもつ輝
ける未来についても知っていただきたい．
　奥山佳恵さんが長男の空良君に次男のダウン症
について相談したところ，彼は「ぜんぜん大丈
夫．もしからかれたら「そうだよ．うちの弟は
ゆーっくり大きくなるんだ．だから，かわいい時
間がいーっぱい楽しめるんだ．いいでしょー！」っ
て自慢してやるもん」（奥山佳恵さんのホームペー
ジより引用）と明るく答えたという．
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